
環境問題について環境問題について

問　産業廃棄物の不法投棄につ
いては令和６年第４回定例会で
質問し、立ち入りによる行政指
導やドローンによる堆積量の計
測をしているとの答弁であった。
①その後の状況を伺う。②１年
間でどのくらいの堆積量が運搬
されたか。③産業廃棄物の出ど
ころと種類について伺う。④産
業廃棄物収集運搬の許可を得て
いるのか。⑤産業廃棄物の山近
辺には住宅団地があり苦情があ

ると思う。第 20 地区の地区長
から要望書が提出されているが、
苦情の件数および内容について
伺う。⑥近所の住民の方々が山
林火災などの心配をされている。
今後の対策について、市長へ伺
う。

答　①改善の様子がないため、
現在も行政指導や、堆積量の計
測をしている。②県西県民セン
ターに確認したところ、ドロー
ン計測により確実に増えている
と認識しているが、正式な数量
は一般公表していないとのこと
である。③今埋め立てている会
社が自社で請け負った解体現場
の廃棄物となり、木くず、廃プ
ラスチック類、がれき類等であ
る。④排出事業者自らが産業廃
棄物を運搬する場合、他社から

委託を受けて処理するものでは
ないため、許可が不要となる。
⑤年間で数件あり、堆積量に関
して心配だという声や、悪臭や
発火に関する苦情が寄せられて
いる。⑥今後も引き続き監視パ
トロール、市民からの通報等に
基づき、県や警察、関係機関と
連携を取りながら対応を図って
いく。また、不法投棄は絶対に
許さないという強い姿勢を持っ
て、市民が安全安心に暮らせる
まちづくりを継続していきたい。

下尾崎地区に山積みされた産業廃棄物
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イノシシの観光資源化についてイノシシの観光資源化について

問　現在、日本の各地でクマに
よる被害が報告されている。幸
いにも古河市ではクマによる被
害は報告されていないが、イノ
シシによる被害の報告はあるよ
うだ。①渡良瀬遊水地にすむイ
ノシシの頭数は。②市内の河川
敷や畑等で見られることはある
か。③捕獲されたイノシシは殺
処分され、埋められたり焼却処
分されていると聞く。ジビエ料
理など観光資源として利用を検

討してみてはどうか。④命ある
ものを、駆除して焼却処分する
のではなく、ありがたく頂くべ
きであると思うが、市長の所見
を伺う。

答　①令和７年３月、渡良瀬遊
水地連携捕獲協議会でドローン
による生息数調査を実施し、
1,044 頭を確認した。②主に渡
良瀬遊水地、渡良瀬川、利根川
の河川敷内と、その堤防周辺の
田畑、空き地等で出没し、市民
からも目撃情報が寄せられてい
る。③渡良瀬遊水地で捕獲した
イノシシをジビエ料理として提
供する場合、捕獲したイノシシ
の解体処理施設の確保や安定し
た供給量の確保など、食用に供
するためには課題が多々ある。
まずは、喫緊の課題である農作

物の被害を防ぐため、イノシシ
捕獲に注力していきたい。ジビ
エ料理という新たな試みも視野
に入れ、先進地を視察するなど
し、提供に至るまでの課題を研
究していきたい。④ジビエ料理
に関しては、遊水地内のイノシ
シを捕獲するとしても、古河市
でどの程度捕獲できるか分から
ない。渡良瀬遊水地保全・利活
用協議会を構成する４市２町で
協調し、話を進めたい。

≪その他の質問≫
・NHK 受信契約について
・高等教育機関の誘致について

落合　康之 議員
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